
令和2年度 学 校 評 価 報 告 書
学校番号（ 小54 ） 長崎市立南陽小学校

１　教育目標

２　学校経営方針

３　重点目標

４　自己評価

質　問　内　容 分析及び改善策

生徒 保護者 教職員

教育目標  教育目標を達成している 94 97 100

学校の雰囲気  明るく楽しい雰囲気である 89 93 82

組織運営  校務分掌は責任体制が明確で、適切に機能している 73

業務改善  校務の縮減・効率化等、業務の改善を推進している 86

 ルールやマナーを身に付けている 94 89 73

 挨拶をよくしている 93 84 60

 「あ・は・は運動」を知っている（小学校のみ） 84 79 68

 教職員は悩みや相談に親身に対応している 92 83 100

いじめ防止対策  学校はいじめ防止のための対策をとっている 97 83 95

人権教育  生命や人権を尊重しようとする心が育っている 100 87 77

平和教育  平和の大切さを感じ、その思いを発信しようとしている 99 89 68

特別支援教育  学校は教育的ニーズに応じた教育を行っている 95 92 100

特色ある学校づくり  伝統や校風の実態に即した教育を行っている 91 92 95

学習指導  わかりやすい授業を行っている 95 89 100
・教育課程  家庭学習の習慣が身に付いている 89 74 60

 将来の自立に向けて適切に指導している 85 68 77

 長崎のまちや自分の住んでいる地域が好きである

ひかり　かがやく　南陽っ子
　　　～　「遊ぶ・働く・学ぶ」の共通実践を通して　～

●めざす学校像
〇みんなで楽しさをつくる学校　　〇支持的風土のある，安心，安全で美しい学校
●めざす子ども像
○しっかりと聞くことができる子供（よく遊び　よく働く　よく学ぶ子供）
●めざす職員像
〇学び続ける教師（よく遊び　よく働く　よく学ぶ教師）

〇　確かな学力の向上（学力向上）
　・主体的，対話的で深い学びの視点からの授業改善の実現
〇　豊かな心の育成（健やかな心と体）
　・道徳教育の充実
　・基本的生活習慣の定着
○　たくましい心と体の育成（健やかな心と体）
　・健康な体づくりについての指導
　・安全教育の徹底

おおむね満足できる評価で
ある。しかしながら，業務改
善の評価が低く，さらなる働
き方改革が求められている。
行事の精選，日課表の変
更，校務分掌再編等，さらに
校務支援システムの活用で
業務の改善を推進していきた
い。

おおむね満足できる評価で
ある。「ルールやマナーが身
についている」「挨拶をよくし
ている」の教職員と児童・保
護者の評価が乖離している。
これは、教職員の基準と児
童・保護者の基準の違いだと
考えられる。集会や通信，懇
談会等を通して，身に付けさ
せたい力を共通理解し，改善
していきたい。

「学力の定着・向上」に向け
て熱心に取り組んでいると，
三者とも高い評価をしてい
る。校内研修の成果としての
国語科だけでなく，全教科で
表出することを意図的に取り
入れた授業実践をしている。
今後も主体的で深い学びと
なるように研鑽を重ねていき
たい。
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保健・衛生  衛生管理に努め、健康に関する教育を行っている 96 90 100

 基本的生活習慣が身に付いている 89 85 82

 体力向上に努めている 83 78 86

食　育  食に関する教育活動を行っている 86 90 100

安全管理  児童生徒の安全に気を配っている 97 91 95

情報提供  学校の状況は通信やＨＰ等で知ることができる 94 87 100

PTA・地区との連携  学校はＰＴＡや地域との連携がとれている 71 91 91

職員の資質向上  研修が充実し、資質が向上している 100

環境整備  教育環境が充実し、整備されている 91 91 68

職場環境  学校は働きやすい職場づくりに積極的に取り組んでいる 95

５　自己評価のまとめ（成果・課題・対策等）

６　学校関係者評価

７　対策等の見直し（学校関係者評価を受けて）

創立40周年を迎え，校舎を
含めた設備は古くなってきて
いる。安心安全で使いやすい
環境になるように努めていき
たい。

〇本年度は，新型コロナウイルス感染症拡大防止のために，学校評議員による会議は開催せず，紙上による報
告となった。御意見・御感想を求めていたが，特に連絡はなかったため，自己評価が認められたと判断した。

○保護者からの評価は全項目において，ほぼ８割以上の良好な評価を受け，家庭からの信頼が高いことが分か
かった。
○教職員の評価は，ほとんどの項目において８割以上の良好な自己評価をしており，高いレベルで職務を遂行
していることが分かった。生活指導面での評価が低く，児童・保護者への意識改革をしつつ，生活の基盤であ
るモラルの向上，ルールを守ることを徹底させていきたい。
○児童の評価はほとんどの項目において，８割以上の良好な自己評価をしており，全体として多くの児童は自
己肯定感・自己有用感をもっていることがわかった。これは，全職員が子どもたちを様々な教育場面の中で，
励まし褒めて自信をもたせながら指導・支援をしてきた成果である。

〇「５　自己評価のまとめ」と同様である。
〇運動会をはじめ，行事の見直しを思い切ってできるきっかけとなった。今後ともより良いものにしていきた
い。
〇新型コロナウイルス感染症の終息がみえず，身近に迫ってきている。正しい情報をつかみ，適切に対処して
いきたい。
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おおむね満足できる評価で
ある。栄養職員が積極的に
食育指導を、養護教諭が健
康教育を指導実施しており，
三者ともに評価が高かった。

地域の関係団体や育友会と
の協力態勢が良好であること
やホームページ・学校便り・
学級通信等の取組が高い評
価へつながっている。コロナ
禍の影響で育友会や地域行
事などの開催が減っている
のが残念である。

体力向上


